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論文内容要旨

 癌細胞の血行性のひろがりは,転移形成の一つの形式として重要視されている。このことに関

 連して血喋の癌細胞の検出等も盛んに行われている。ところで曲流内に入って全身に撒布された

 腫瘍細胞がすべて転移のもとになるかどうかは,それに関連する種々の要因が考えられよう。

 ラットの7系の腹水肝癌を罵静脈から注入移植した爽験で,各腫瘍系の闘に動物の腫瘍死率や

 転移形成に著舅友差異のあることがのかった。以上の実験に引続き,管巻は動物に葺一チゾγを

 投与することにより腫瘍の移植性や転移形成性にどのような影響を及すかを実験的に確めんとし

魅

 実験材料及び方法

 本実験に使摺せる腫瘍は腹水肝癌4系(AH絡,AH66狸,A註7974,AH"5)である。これ

 らの腫礪は恥ずれもラットの腹腔内で盛んに増殖する腹水睡蕩でありAH45とAH66置は望ree

 Ge11竃ypeの腫編で,AH7974とA猛175はエsla.皿d七y・peの腫蠣である。実験i動物は

 大沢飼育場産雑婚ラットで体重窪90^4209のものを用いた。純培養状態の腹水をとり生理

 的食塩水にて細胞数にして物が中5万個を含むように稀釈して腫瘍細胞浮遊液をつく珍,各匹

 α2㏄(細緻約で千万個)を尾静脈内に注入移植した。ローチゾソは薬日1回5雌/ラットを

 大脇肉内に注射した。各系共3勉置群に分け,前処置群は瞳甥移植前遠田5霞,後越置群は移

 植翌日から5良間コーチゾン注射を行い,前後翅麗群は腫瘍移植当霞も含めて前後5日づつとで

 計7日間注射を継続した。

実 験 成 績

 1実験第癌群・4瞳編糸を静脈内に移植して各群共に動物は死亡蓮観察し死後はすべて剖検し

 て,肪での瞳蕩増殖及び諸臓暴えの転移形成の状態を見,,すべて顕微鏡約に検索した01)死亡

 率,馨reecell七ypeで無処麗動物での死亡墜の高恥AH45と低いAH66Eのコーチゾン

 無量群では処置の如何を問わず,死亡率は殆んど窪OG%となる01sエ&nd毛ypeのA'・H

 7974では無処置群,処置群でも死亡率に太きた変化はないが前後処置群のみが嘆00%となる。

 同じ1sl&nd七ypeでも無勉置では死亡例斧宏かつたA田75の前処置及び前後処置薄共に
 死亡牽は78%であった。座方この後処置群では一例の死亡もたかった。2)生存日数,処置群

 では各系共に生存画数は数日から窪週間位も短くなって居り,どの腫瘍系でも前後処置群が最も

 短かかったoA葺窪75の後処置群は48ヒ1と長レ、経過をとる05)肺に於ける膿瘍増殖像,琶壷蕩、
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 みられる場合(A型)肺胞壁毛細管乃至磁管内にある場合(B型)髄胞や気管支等の気道内にある

 場合(G型)の5系に分けたoAH15ではA型とB型の混合型で瀰漫性増殖をとるが処置群でも

 硲ずれも積極的増殖を示めすものではなく,少いながらも瞳療細胞の残存及至軽微な増殖のみら

 群ではそれら臓雛えの転移が腐痙となり更に増殖も高度となる。ムH7974の無処餐騨では縦隔

 後腹膜リγパ腺等に著1男な腫瘍増殖をみたものがある癖
 X実験第二群,無処置欝と処置群との死亡華に大きな変化のみられたAH66翌とAH≦75の二

 腕に於ける腫瘍栓塞鍾びに増殖の量的質的変化を無処置動物のそれと対比検討した。面顧蕩系共処

 麗の有無にか玉わらず腫瘍細胞移植直伝には明かな栓塞状態を示めすが観に数時間後から減少す

 るoAH66亘では乙日乃至5日目頃から腫瘍増殖:ヵ;始るが処置群では血管周囲間質での増穂がよ

 舞翻となる。一方A田75では一度消褪せる臨細胞が再び増嬉して集る像は闘かでない。爾

 系共処麗群では無処麗群に比し・移植直後には栓塞して極る腫瘍綱胞の数は多く而も肺胞壁毛

 細管に栓塞するものの割合が多くなることがわかった。
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 p死を遂げた動物の腕に於ける瞬蕩増殖を肉眼的にみると著明な結節を形成するものから暗赤色に ■一
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 “、の方が優勢に攻るoAH66狸でも前審と局様の傾殉をとるoAH7974の無処置群はA型存びC
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 P型の混合で大きな結節をつくって膨張性に増殖する。この処置群では結節は小さいがその数は著
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 輩での増殖が高度となる◎AH66登の無処置群での転移形成は肝,副腎,月卑に.比較震勺少いのに各処置嚢
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 、りγパ腺以外の転移は認められ友かつたがコーチゾン処置により心㌧肝,腎,副腎に転移を認め
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 駄紐選ん伽一概理5醐前耀した動物翻脈から淋移胤て経嚇畷物灘殺し,革
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結 語

 1)動物を灘一チゾソで処置した場合4腫瘍系共に死亡率1は増し,生存日数は短縮した。慨し

 灘てコーチゾγ前処置の方が後処麗ようも効果的であった02)腕での瞳蕩増殖及び諸腰器えの転

 移形成はコ碍チゾγ処置により著麗に促進される05)肺での腫瘍増殖の部位には無処置,処置籍

 群の聞に大毒左相異はないが∬reeceUtypeの処置群では壷管周囲閥質での増殖がや～

 著明となる04)腫瘍移植後動物を経時闘に屠殺してみると移植直後には両系共肺胞壁毛細管に

 栓塞するものの割合が多くなる。このことか蔀での腫瘍増殖並びに諸職蕃えの転移形成を増す漂
 園にカ:るのでは攻いかと考えられる。 講

.

 ・“■叢

耀

羅

 →62一



 審査結果の要旨

 著巻は動物にコーチゾンを投与することによ多血、行内に移植された腹瘍の移殖性や転纏形成性
 にどのような影響を及ぼすかを実験的に確かめんとし,腹水肝癌4系(AHB,AH66F・

 AH7974,A顛75)を使用した。これらの縢蕩はいずれもラットの腹腔内では盛んに増殖す

 る茸夏掛く腫瘍であむ,AH窄3とAH66Pは賢reeC8:L:Ltypeの轟一萱草蕩で,AH7974と殴H

 け5は工s■ε㌧nd.七ypeの腫瘍であるDこ'れらを無処置動勅の静脈内に移殖するとAH嘆5と

 AH7974は移殖率が高くAH66罫とAH47ろは1氏くてAH1フろでは弓例も鹿瘍雪死をみな

 い。

 実験動物は大沢胴育場産雑婚ラットで,体重ioO～ユ2egみものを用いた。培養状態の

 腹水をとり生理的食塩水にて細胞数にして≦繍3中5万個を含むように稀釈じて腫瘍細胞浮遊液

 をつくり・沓匹a2CC(細胞数約1千万爾)を尾静脈内に漆入移標した。コーチゾンは1日1回

 5曙/ラットを大腿筋肉内に注射した、沓系郷処置群κ分け、前蛾翻徽腫瘍移繍漣郎紹,

 後処置群は移殖翌日から5日繭コーチゾン注射を行い.前後処置群は腫瘍移槙当日も含めて前後

 ろE!づつとで計7iヨ闇注射を継続した。その結果次巧)成績を餐}たσ

 {)動物をコーチゾンで姐置した場合4縫重傷系共に死亡率は増し・生存藏数は短縮した。慨し.

 てコーチゾン前処置の方が後処置よ匂も効果的であった02)肺での腫瘍増殖及び諸職暴への転

 移形成は競一チゾソ処置により著聞に促進される。工8工an。dtypeのAHア9ア4とAH窪ア5

 は無処置動物で諸職羅えの転移形成はないがコーチゾン処置によ診転移を形成するものが患乗る0

 5)肺での圧ll蕩増殖の部位には無題鐙,処置群の聞に大きな相異はないが,」コ蜜8eC3ユユ㌻y-

 peの飢置群では血管周囲聞質での増殖がやや著明となる04)1震蕩移植後動物を経時間に屠殺

 してみると移植直後には両系共肺胞壁毛細管に栓塞するもの』割合が多くなる。このことが肺で

 の腫瘍増殖遊びに諸臓羅への転移形成を増す康國になるのではないかと考えられるとしている。

 よって本論丈は学位を授与するに値重るものと認め葛。

 醸
『
擁

麟
懸

藻
暴

 浮
“
窪

寒
纏
縫
譲
簸
藁
蝶
遷
藤

 一1・65一、

毒

すすぐで醸

 .、,講,

 震
『

濾
 譲
“


